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Ⅱ センターの事業報告 
１． センター事業日誌（平成 25年 4月～平成 26年 3月） 
年 月 日 事 業 内 容 
平成25年 
4月22日(月) 
第 133 回学際科学実験センター教員会議， 
予算・点検評価専門委員会 
5月27日(月) 第 134 回学際科学実験センター教員会議 
6月24日(月) 第 135 回学際科学実験センター教員会議， 
予算・点検評価専門委員会 
7月5日(金) 




第 23 回生命工学トレーニングコース「遺伝子工学・基礎技術コース」 
7月22日(月) 第 136 回学際科学実験センター教員会議， 
予算・点検評価専門委員会 
8月12日(月) 第 1 回設備共同利用推進室運営委員会 
9月18日(水) 平成 25 年度実験動物慰霊祭 
9月19日(木) 
～9月20日(金) 
第 24 回生命工学トレーニングコース「生命科学・ＲＩ利用技術基礎コース」 
9月30日(月) 第 137 回学際科学実験センター教員会議， 
第 1 回将来計画検討委員会 
11月20日(水) 
～11月22日(金) 
第 25 回生命工学トレーニングコース「発生工学・基礎技術コース」 
11月25日(月) 第 138 回学際科学実験センター教員会議， 
予算・点検評価専門委員会 
12月24日(火) 第 139 回学際科学実験センター教員会議， 
学際科学実験センター・こどものこころの発達研究センター合同協議会 
平成26年 
1月27日(月) 第 140 回学際科学実験センター教員会議 
















開催日：平成 25 年 4 月 20 日（土曜日） 
場 所：医学類 G棟講義室 
プログラム： 
一般講演「ヒト脳特異的な遺伝子発現制御解明におけるヒト染色体工学の応用」 
  堀家慎一先生（金沢大学学際科学実験センター ゲノム機能解析分野） 
特別講演「フェレットを用いた脳神経系の遺伝学的解析」 
 河﨑洋志先生（金沢大学・金沢大学医薬保健研究域医学系）	 














開催日：平成 25 年 5 月 13 日（月） 15:00～16:30 
場 所：金沢大学十全講堂 
講 演：「メディア情報からの正しい読み解き方 ―放射能から健康情報まで―」 
小島 正美 氏（毎日新聞社 生活報道部編集委員）	 
















開催日：平成 25 年 6 月 29 日（土） 
場 所：(財)金沢子ども科学財団 実験室 















主 催：学際科学実験センター，後 援：金沢大学十全医学会 
開催日：2013 年 7 月 5 日（金）13：00～18：00 
場 所：金沢大学附属医学図書館 十全記念スタジオ 
参加者：83名  
プログラム「深遠なる疾患エピジェネティクス」 
開会の挨拶 浅野 雅秀 教授（金沢大学・学際科学実験センター長） 
講演 1「エピジェネティクスの基盤構造：ヌクレオソームの動的構造によるクロマチン機能制御」 
胡桃坂 仁志 教授（早稲田大学・先進理工学部） 
講演 2「生殖細胞におけるヒストン修飾因子の役割」 
成瀬 智恵 助教（金沢大学・学際科学実験センター） 
講演 3「ヒストン脱メチル化酵素 肥満・メタボリックシンドローム」 
酒井 寿朗 教授（東京大学・先端科学技術研究センター） 
講演 4「ヒト肝細胞キメラマウスを用いた肝炎ウイルス感染後のDNAメチル化誘導機構の解明」 
近藤 豊 部長（愛知県がんセンター研究所・ゲノム制御研究部） 
講演 5「精神疾患とエピジェネティクス―脳神経系ゲノムの配列と修飾の多様性とその破綻」 
岩本 和也 特任准教授（東京大学・医学部） 
講演 6「ヒト染色体工学技術を用いたゲノムインプリンティング発現制御機構の解明」 
目黒 牧子 博士研究員（金沢大学・学際科学実験センター） 
講演 7「ヒト生殖異常・発生異常のエピゲノム解析」 
秦 健一郎 部長（国立成育医療研究センター研究所・周産期病態研究部） 
講演 8「インプリンティング疾患 Beckwith-Wiedemann症候群と類縁疾患におけるエピゲノム・
ゲノム異常」 
副島 英伸 教授（佐賀大学・医学部） 
講演 9「Long non-coding RNAs at the heart of Prader-Willi and Angelman syndromes」 
Janine M. LaSalle 教授（カリフォルニア大学デービス校） 
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6. 第 23 回生命工学トレーニングコース 
「遺伝子工学・基礎技術コース」 
今回の生命工学トレーニングコースでは，遺伝子及びタンパク質の発現解析を中心に講義と実習









開催日：平成 25 年 7 月 16 日（火）～19 日（金） 
場 所：遺伝子研究施設 
参加者：20 名 学内 17 名 学外 3 名（内，企業 1名）	 
7. 第 24 回生命工学トレーニングコース 
「生命科学・ＲＩ利用技術基礎コース」 
遺伝子改変動物の生体内の機能変化を定量的かつ精度良く解析するには RI 標識化合物の利用が
不可欠です。そこで今回，蛋白や神経伝達物質等の生理活性物質の RI 標識技術や RI 標識体の動物
実験技術を習得するためのトレーニングコースを平成 25 年 9 月 19 日と 20 日の 2 日間にわたり，
学内 7名の参加により開催された。第 1日目は①いろいろな放射性核種（3H, 14C, 99mTc, 125I, 11C, 18F
等）を使ったタンパク標識法や生理活性物質の標識法についての講義，②脳内ドーパミン D2受容











③ [125I]IBZM の高速液体クロマトグラフ装置（HPLC）による分離・精製 
④ [125I]IBZM の放射能測定及び放射能濃度調製 
⑤ マウスを用いた[125I]IBZM の経時的体内分布実験及びインビボ薬物阻害実験 
⑥ 放射能測定装置（ガンマカウンタ等）の操作及びデータ解析 
8. 第 25 回生命工学トレーニングコース 
「発生工学・基礎技術コース」 




と 8 細胞期胚との集合キメラ胚の作製とキメラ胚の子宮内移植を行った。当施設で GFP 遺伝子導












「８細胞期胚の採取と ES 細胞との集合キメラ作製」 
「偽妊娠受容雌作成のための雄の精管結紮手術」 
「集合キメラ胚の子宮内移植」 
公開セミナー「最新ゲノム編集技術を用いた遺伝子改変動物作製法とフリーズドライによる 
新規精子保存法の開発」 
金子武人先生（京都大学大学院医学研究科附属動物実験施設） 
  
